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食育＆復興支援フェスティバル横浜
食育推進全国大会は、毎年６月の食育月間に、

国が地方公共団体や民間団体等の協力を得て、
食育推進運動を重点的かつ効果的に実施する全
国規模の中核的な行事であり、これを通じて食
育について国民への直接的な理解促進を図るこ
とを目的としている。

第７回目となる今年は、①東日本大震災の被
災地との食のつながりを実感すること、②食の
楽しさ・喜びを体感すること、③横浜らしい食
を発信すること等をコンセプトに、食育への関
心を高める、「食育＆復興支援フェスティバル横
浜」として大会を開催した。

今大会では、関係者の協力の下、開会式、食
育推進ボランティア表彰をはじめとして、講演
会・シンポジウム等の様々なイベントや 228 団
体 166 ブースによる食育活動の紹介、被災地復
興応援や横浜の食の紹介など多彩な展示が行わ
れ、２日間の会期中に約３万 6,800 人が来場した。

本会議が搾乳・哺乳ブースを出展
大会が開催されたパシフィコ横浜は、人口約

370 万人を擁する横浜市の「みなとみらい駅」
から徒歩５分の開発が急速に進む地域にある。
本会議と関東生乳販売農業協同組合連合会が主
催したブースでは、そのような好立地を活かし、
日常生活において牛とふれあう機会の少ない都
市住民に、搾乳体験や哺乳体験などを通じて、
酪農への理解を深めてもらった。

搾乳・哺乳体験コーナーでは、相澤良牧場（横
浜市）の協力により乳牛１頭と仔牛２頭を展示
し、神奈川県内の認証牧場のファシリテーター
が体験をサポートした。初日があいにくの雨模
様であったにもかかわらず、乳牛がいることに
気付いた親子連れが大勢集まり、親牛の大きさ
に驚いたり、仔牛の愛らしさに感激したりして、
ブースは乳牛とふれあう子どもたちの笑顔であ
ふれ、いつまでもその場から離れられない子ど
もの姿も見られた。

同ブースには、タカナシ乳業の協力による「き
んたろう牛乳」（足柄乳業製造）の販売、MILK 
JAPAN と酪農教育ファームの紹介などのコー
ナーも設けられた。牛乳の販売コーナーでは、
親牛が仔牛を生み、乳を出し、それが乳業工場
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食育推進全国大会で
酪農理解促進活動を展開

　６月 16 日（土）と 17 日（日）の両日、「パシフィコ横浜」と「はまぎんホール」に
おいて、内閣府・横浜市共催による第７回食育推進全国大会が開催され、酪農乳業界か
らは本会議や大手乳業などが出展し、牛とのふれあいと乳製品の消費を通して食の大切
さをＰＲした。
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で牛乳に加工されるという一連の流れを理解し
てもらうため、「生乳と牛乳のちがい」のパネル
を掲示した。牛乳は生乳 100％であること、生
乳がさまざまな工程を経て牛乳になることなど、
消費者が日頃意識することのない情報を提供し
た。

MILK JAPAN のコーナーでは、絵本、シー
ル、リーフレット、ミルク料理レシピなどの配
布のほか、ミルティンとミルコップの着ぐるみ
との記念撮影や牛乳体操の紹介などが行われた。
酪農教育ファームのコーナーでは、牧場グッズ、
飼料、牛のパネル・タペストリーなどの展示、
牛の出産や牧場の仕事を紹介するＤＶＤの上映
などによって、活動の目的や内容を紹介した。

＜食育推進基本計画とは＞
食育推進基本計画は、「食育基本法」（平成 17

年６月 17 日法律第 63 号）第 16 条に基づき、食
育の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推
進を図るために、食育推進会議（総理（会長）、
関係閣僚、 民間有識者で構成）が作成すること
になっている。現行の食育推進基本計画は、平
成 18 年３月に最初の計画（平成 18 年度から 22
年度まで）が策定されたのに続く第２次計画（平
成 23 年度から 27 年度まで）で、そのコンセプ
トも「周知」から「実践」へと変更されている。

食育推進基本計画では次の事項を定めること
になっている。

① 生涯にわたるライフステージに応じた間断
ない食育の推進、生活習慣病の予防及び改
善につながる食育の推進、家庭における共
食を通じた子どもへの食育の推進など、食

育の推進に関する施策についての基本的な
方針。

② 食育に関心を持っている国民の割合の増加、
朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」
の回数の増加、朝食を欠食する国民の割合
の減少など、食育の推進目標に関する事項。

③ 家庭における食育の推進、学校、保育所等
における食育の推進、地域における食育の
推進など、食育の総合的な促進に関する事
項。

④ 多様な関係者の連携・協力の強化、地方公
共団体による推進計画の策定等とこれに基
づく施策の促進、世代区分等に応じた国民
の取組の提示等積極的な情報提供と意見等
の把握など、食育の推進に関する施策を総
合的かつ計画的に推進するために必要な事
項。

＜食育月間とは＞ 
食育月間は、国、地方公共団体、関係団体等

が協力して、食育推進運動を重点的かつ効果的
に実施し、食育の国民への浸透を図るための月
間として、「食育推進基本計画」により毎年６月
と定められた。また、毎月 19 日を「食育の日」
としている。

食育月間には、各種広報媒体やイベント等を
活用して、その周知と定着を図る。具体的には、
全国規模の中核的なイベントとして「食育推進
全国大会」を毎年開催地を移しながら開催し、
それ以外の地域でも様々なイベントが行われる。
また、家庭、学校、保育所、職場等に対して、
食育月間を食育実践の契機とするよう呼びかけ
ることとしている。これまでの「食育推進全国
大会」の開催結果は表の通りである。

食育推進全国大会の開催結果

開催時期 開催場所 来場者数 出展
ブース数

第１回 平成18年6月24日 大阪府大阪市 10,200名 87
第２回 平成19年6月9～10日 福井県越前市 17,300名 150
第３回 平成20年6月7～ 8日 群馬県前橋市 28,200名 130
第４回 平成21年6月13～14日 島根県松江市 13,100名 100
第５回 平成22年6月12～13日 佐賀県佐賀市 43,300名 119
第６回 平成23年6月18～19日 静岡県三島市 51,000名 227
第７回 平成24年6月16～17日 神奈川県横浜市 36,800名 166
第８回

（予定）平成25年6月22～23日 広島県広島市 － －


